
～大切な命を守る街、海老名市！！～ 

22 年ぶりに「はしご付消防自動車（40m級）」を更新 

  当市消防本部では、中高層建物などから迅速かつ効率的な救助・消火体制を確保

するため、本署に配備している「はしご付消防自動車（40m級）」を更新し、令和

２年１月22日（水）から本格運用を開始します。 

  今後は、緊急消防援助隊の特殊装備小隊に登録し、国内で発生する大規模災害や

特殊災害が発生した際の応援要請にも対応していきます。 

  なお、車両は１月12日（日）開催の消防出初式でお披露目いたします。 

【主な装備】 

リフタ装置 

リフタとバスケットが同時に

使用が可能となることから、

従来の梯子を使用しての連続

降下による転落等の二次災害

の防止。

スーパーインポーズカメラ 

バスケットに搭載することで、災

害状況が画像で把握（10倍ズー

ム）でき、火災及び救助活動での

確実な情報を入手。

※平成９年度に導入した現行車両 

は、安全基準等の理由から退役 

 します。 

◎この件に関するお問い合わせ 

            海老名市消防本部警防課 電話０４６・２３１・０９２１ 

伸縮水管 

梯子先端からの放水開始時間の短縮

及び梯子の下のホース誘導員が不要

（他の活動に回すことができる）。 
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